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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　フィルムの印刷面側に配置した正極と、前記フィルムを間に挟んで前記正極と所定間隔

を開けて対向させて前記フィルムの印刷面の裏面側に空間を設けた負極と、前記正極と前

記負極に接続して高電圧を印加する高圧発生器と、からなり、前記正極と前記負極に高電

圧を印加して静電気により前記正極と前記負極の間の異物を帯電させて前記正極から前記

負極へ向けて引き寄せて、前記フィルムの印刷面側の前記異物を前記印刷面上に付着させ

、前記フィルムの印刷面の裏面側の前記異物を前記負極に付着させる帯電部と、

　前記帯電部で帯電して前記フィルムの印刷面上に付着した前記異物に紫外線を照射して

除電する除電部と、

　前記フィルムの印刷面上で除電した前記異物を除去する除塵部と、

　を備えたことを特徴とするフィルムの異物除去装置。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、特に印刷用フィルムの印刷面に付着した塵埃、髪の毛等の異物を除去するフ

ィルムの異物除去装置に関する。

【背景技術】

【０００２】

　ロゴマーク・製品名等を印刷して、製品を包装可能な印刷用フィルムが広く利用されて
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い る 。

　 こ の よ う な 印 刷 用 フ ィ ル ム は 、 一 例 と し て 、 材 質 に Ｐ Ｅ Ｔ を 用 い た 場 合 、 静 電 気 に よ っ

て 帯 電 し た 空 気 中 の 塵 埃 や 、 作 業 員 の 毛 髪 等 が フ ィ ル ム の 表 面 に 付 着 し 易 い 。 特 に 透 明 な

フ ィ ル ム の 表 面 に 毛 髪 が 付 着 し た 場 合 、 目 視 で 確 認 す る こ と は 困 難 で あ る 。 フ ィ ル ム の 印

刷 面 に 異 物 が 付 着 し た ま ま 印 刷 装 置 に 搬 送 さ れ て 印 刷 を 行 う と 製 品 不 良 と な っ て し ま う 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 従 来 の 印 刷 用 フ ィ ル ム は 、 印 刷 面 を 水 洗 浄 、 粘 着 ゴ ム に よ り 異 物 を 除 去 し て い た 。 ま た

、 静 電 気 を 防 ぐ た め に 工 場 内 を 加 湿 し て い た 。

　 特 許 文 献 １ は 従 来 の 塵 埃 除 去 装 置 で あ る 。 こ の 塵 埃 除 去 装 置 は 、 塵 埃 除 去 の 対 象 物 を 搬

送 す る 搬 送 手 段 と 、 搬 送 手 段 上 に 第 １ 及 び 第 ２ 帯 電 ロ ー ラ を 設 け て い る 。 第 １ 帯 電 ロ ー ラ

で は － に 帯 電 し 、 ＋ の 塵 埃 を 吸 着 し て い る 。 第 ２ 帯 電 ロ ー ラ で は ＋ に 帯 電 し 、 － の 塵 埃 を

吸 着 し て い る 。 そ し て 各 帯 電 ロ ー ラ に 吸 着 さ れ た 塵 埃 を 集 塵 機 構 で 吸 引 除 去 し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ７ ３ ８ ７ ７ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 フ ィ ル ム を 水 洗 浄 し た 後 は 、 十 分 に 乾 燥 さ せ な け れ ば 、 印 刷 す る こ と が

で き な い 。 ま た 、 加 湿 す る と 印 刷 工 程 に 不 具 合 を 生 じ る お そ れ が あ っ た 。 さ ら に 、 表 面 に

付 着 し た 髪 の 毛 等 を 検 知 可 能 な 検 査 装 置 は 、 非 常 に 高 価 と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 従 来 の 塵 埃 除 去 装 置 で は 、 塵 埃 除 去 の 対 象 物 に 既 に 付 着 し て い る 塵 埃 を 除 去 す る 構 成 で

あ り 、 搬 送 す る 雰 囲 気 中 の 塵 埃 を 除 去 す る こ と が で き ず 、 搬 送 過 程 で 空 気 中 の 塵 埃 等 が フ

ィ ル ム 表 面 に 付 着 す る こ と が あ る 。 ま た 、 複 数 の 帯 電 ロ ー ラ 、 集 塵 機 構 が 必 要 と な り 、 装

置 が 大 型 化 し て し ま う 。 こ れ に よ り 、 設 置 ス ペ ー ス の 狭 い 既 設 の 印 刷 装 置 に 適 用 す る こ と

が 困 難 で あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 フ ィ ル ム の 印 刷 面 に 付

着 し た 異 物 を 効 率 的 に 除 去 す る こ と が で き る フ ィ ル ム の 異 物 除 去 装 置 を 提 供 す る こ と を 目

的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 、 フ ィ ル ム の 印 刷 面 側 に 配 置 し た 正

極 と 、 前 記 フ ィ ル ム を 間 に 挟 ん で 前 記 正 極 と 所 定 間 隔 を 開 け て 対 向 さ せ て 前 記 フ ィ ル ム の

印 刷 面 の 裏 面 側 に 空 間 を 設 け た 負 極 と 、 前 記 正 極 と 前 記 負 極 に 接 続 し て 高 電 圧 を 印 加 す る

高 圧 発 生 器 と 、 と か ら な り 、 前 記 正 極 と 前 記 負 極 に 高 電 圧 を 印 加 し て 静 電 気 に よ り 前 記 正

極 と 前 記 負 極 の 間 の 異 物 を 帯 電 さ せ て 前 記 正 極 か ら 前 記 負 極 へ 向 け て 引 き 寄 せ て 、 前 記 フ

ィ ル ム の 印 刷 面 側 の 前 記 異 物 を 前 記 印 刷 面 上 に 付 着 さ せ 、 前 記 フ ィ ル ム の 印 刷 面 の 裏 面 側

の 前 記 異 物 を 前 記 負 極 に 付 着 さ せ る 帯 電 部 と 、 前 記 帯 電 部 で 帯 電 し て 前 記 フ ィ ル ム の 印 刷

面 上 に 付 着 し た 前 記 異 物 に 紫 外 線 を 照 射 し て 除 電 す る 除 電 部 と 、 前 記 フ ィ ル ム の 印 刷 面 上

で 除 電 し た 前 記 異 物 を 除 去 す る 除 塵 部 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル ム の 異 物 除 去

装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 構 成 に よ る 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ィ ル ム の 印 刷 面 に 付 着 し た 異 物 を 効 率 的 に 除 去 す る

こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 従 来 の よ う に 異 物 を 除 去 す る 工 程 で 水 洗 浄 す る 必 要 が な く 、

フ ィ ル ム の 洗 浄 後 に 乾 燥 処 理 す る こ と な く 印 刷 処 理 を 行 う こ と が で き る 。

　 フ ィ ル ム に 付 着 し て い る 異 物 の ほ か に も 、 搬 送 手 段 周 辺 、 印 刷 面 上 の 雰 囲 気 中 の 塵 埃 等
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の 異 物 を フ ィ ル ム 表 面 に 付 着 さ せ て 除 去 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 既 存 の 印 刷 装 置 に 取 り 付 け る こ と が で き 、 異 物 付 着 に よ る 印 刷 不 良 を 大 幅 に 改 善

す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の フ ィ ル ム の 異 物 除 去 装 置 の 構 成 概 略 を 示 す 図 で あ り 、 （ １ ） は 側 面 図 、

（ ２ ） は 平 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の フ ィ ル ム の 異 物 除 去 装 置 の 説 明 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の フ ィ ル ム の 異 物 除 去 装 置 の 実 施 形 態 を 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 、 以 下 詳 細 に

説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の フ ィ ル ム の 異 物 除 去 装 置 の 構 成 概 略 を 示 す 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 適 用 対 象 と な る フ ィ ル ム １ １ は 、 一 例 と し て 、 文 字 ・ 図 形 等 を 印 刷 可 能 で 、 製

品 を 包 装 可 能 な 印 刷 用 フ ィ ル ム で あ る 。 印 刷 用 フ ィ ル ム は シ ー ト 状 の フ ィ ル ム で あ り 、 材

質 に Ｐ Ｅ Ｔ な ど を 用 い て い る 。 ロ ー ル 状 の フ ィ ル ム は 複 数 の ロ ー ラ を 備 え た 搬 送 手 段 １ ２

に よ っ て 印 刷 装 置 （ 不 図 示 ） に 搬 送 さ れ る 。 こ の 搬 送 手 段 １ ２ の 平 面 上 の 搬 送 路 に 本 発 明

の フ ィ ル ム の 異 物 除 去 装 置 １ ０ を 取 り 付 け る こ と が で き る 。 ま た 、 異 物 と は 、 フ ィ ル ム １

１ の 印 刷 面 に 静 電 気 に よ り 付 着 す る も の で あ り 、 フ ィ ル ム １ １ の 搬 送 手 段 １ ２ の 雰 囲 気 中

（ 空 気 中 ） の 塵 埃 、 作 業 員 の 毛 髪 な ど を 対 象 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

［ フ ィ ル ム の 異 物 除 去 装 置 ］

　 本 発 明 の フ ィ ル ム の 異 物 除 去 装 置 １ ０ は 、 フ ィ ル ム １ １ の 搬 送 手 段 １ ２ の 搬 送 面 に 取 付

可 能 と し 、 帯 電 部 ２ ０ と 、 除 電 部 ３ ０ と 、 除 塵 部 ４ ０ を 主 な 基 本 構 成 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

［ 帯 電 部 ２ ０ ］

　 帯 電 部 ２ ０ は 、 正 極 ２ ２ と 、 負 極 ２ ４ と 、 高 圧 発 生 器 ２ ６ と 、 電 源 ２ ８ を 主 な 構 成 と し

て い る 。 正 極 ２ ２ 及 び 負 極 ２ ４ は 、 平 板 状 の 電 極 で あ り 、 所 定 間 隔 を 開 け て 互 い に 対 向 さ

せ て い る 。 正 極 ２ ２ は 、 フ ィ ル ム １ １ の 印 刷 面 に 面 す る 側 に 配 置 し て い る 。 一 方 、 負 極 ２

４ は 、 フ ィ ル ム １ １ の 印 刷 面 の 裏 面 、 換 言 す る と フ ィ ル ム １ １ の 非 印 刷 面 に 面 す る 側 に 配

置 し て い る 。 正 極 ２ ２ 及 び 負 極 ２ ４ は 、 長 さ 方 向 （ フ ィ ル ム の 幅 方 向 ） が フ ィ ル ム １ １ の

幅 方 向 を 跨 る 長 さ と し 、 幅 方 向 （ フ ィ ル ム の 長 さ 方 向 ） が 設 置 ス ペ ー ス な ど に 応 じ て 所 定

の 長 さ に 設 定 し て い る 。 そ し て 、 対 向 さ せ た 正 極 ２ ２ 及 び 負 極 ２ ４ は 所 定 の 間 隔 を 開 け て

、 搬 送 手 段 １ ２ の 搬 送 路 上 の フ ィ ル ム １ １ を 挟 む よ う に 設 置 し て い る 。

　 正 極 ２ ２ 及 び 負 極 ２ ４ は 、 高 圧 発 生 器 ２ ６ と 電 気 的 に 接 続 し て い る 。 高 圧 発 生 器 ２ ６ は

、 電 源 ２ ８ と 電 気 的 に 接 続 し 、 高 電 圧 を 正 極 ２ ２ 及 び 負 極 ２ ４ に 印 加 さ せ て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ の よ う な 構 成 の 帯 電 部 ２ ０ は 、 高 圧 発 生 器 ２ ６ か ら 高 電 圧 が 正 極 ２ ２ 及 び 負 極 ２ ４ に

印 加 さ れ る と 、 図 １ （ １ ） の 破 線 矢 印 に 示 す よ う な 正 極 ２ ２ か ら 負 極 ２ ４ に 向 け て 静 電 気

が 作 用 す る 。 こ れ に よ り 、 フ ィ ル ム １ １ の 印 刷 面 側 で あ っ て 、 正 極 ２ ２ の 周 囲 の 空 気 中 の

塵 埃 が 静 電 気 に よ り 帯 電 し て 負 極 ２ ４ 側 へ 引 き 寄 せ ら れ る 。 こ の と き 正 極 ２ ２ と 負 極 ２ ４

の 間 に は フ ィ ル ム １ １ が 介 在 し て い る た め 、 フ ィ ル ム １ １ の 印 刷 面 上 に 帯 電 し た 塵 埃 が 付

着 す る 。 一 方 、 フ ィ ル ム １ １ の 印 刷 面 の 裏 面 （ フ ィ ル ム の 非 印 刷 面 ） 側 で は 、 負 極 ２ ４ の

周 囲 の 塵 埃 が 静 電 気 に よ り 帯 電 し て 負 極 ２ ４ に 引 き 寄 せ ら れ て 負 極 ２ ４ に 付 着 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

［ 除 電 部 ３ ０ ］

　 除 電 部 ３ ０ は 、 前 述 の 帯 電 部 ２ ０ の 後 段 に 設 け て い る 。 本 実 施 形 態 の 除 電 部 ３ ０ は 紫 外

線 ラ ン プ ３ ２ を 用 い て い る 。 紫 外 線 ラ ン プ ３ ２ は 、 １ ８ ４ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る オ ゾ ン を 発

生 可 能 な 波 長 域 の 紫 外 線 を 照 射 可 能 な 低 圧 放 電 管 で あ り 、 ケ ー シ ン グ ３ ４ 内 に 取 り 付 け て

い る 。 ケ ー シ ン グ ３ ４ は 、 内 側 に 反 射 板 を 備 え 、 中 心 に 紫 外 線 ラ ン プ ３ ２ を 取 り 付 け て 、
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照 射 面 が 搬 送 手 段 １ ２ の 搬 送 面 と 対 向 す る よ う に 配 置 し て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 な お 、 除 電 部 ３ ０ は 紫 外 線 ラ ン プ ３ ２ の ほ か に も 、 オ ゾ ン を 発 生 可 能 な 波 長 域 の 紫 外 線

を 照 射 可 能 な 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 、 ダ イ オ ー ド な ど を 用 い る こ と も で き る 。

　 ま た 、 前 段 の 帯 電 部 ２ ０ 側 に 紫 外 線 が 漏 れ な い よ う に 、 帯 電 部 ２ ０ と 除 電 部 ３ ０ の 間 に

遮 蔽 板 を 設 け る と よ い 。

　 こ の よ う な 構 成 の 除 電 部 ３ ０ は 、 紫 外 線 ラ ン プ ３ ２ か ら １ ８ ４ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外

線 が フ ィ ル ム １ １ の 印 刷 面 に 照 射 さ れ る と 、 こ の 紫 外 線 に よ っ て 静 電 気 で 付 着 し た 異 物 か

ら 光 電 子 が 放 出 さ れ る こ と に よ り 、 帯 電 し た 異 物 が 中 和 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 印 刷 面 上 の

異 物 は 表 面 に 除 電 さ れ た 状 態 で 付 着 し て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

［ 除 塵 部 ４ ０ ］

　 除 塵 部 ４ ０ は 前 述 の 除 電 部 ３ ０ の 後 段 に 設 け て い る 。 除 塵 部 ４ ０ は 、 フ ィ ル ム １ １ の 印

刷 面 上 で 除 電 さ れ て 付 着 し て い る 異 物 を 吸 引 除 去 す る も の で あ る 。 本 実 施 形 態 の 除 塵 部 ４

０ は 、 一 例 と し て 吸 引 ポ ン プ （ 不 図 示 ） を 用 い て い る 。 こ の ほ か 異 物 を 印 刷 面 か ら 除 去 で

き る 構 成 で あ れ ば 、 吸 引 フ ァ ン な ど を 用 い て も よ い 。

　 除 塵 部 ４ ０ は 、 吸 い 込 み 口 ４ ２ と 、 ダ ク ト ４ ４ と 、 吸 引 ポ ン プ か ら な る 。 吸 い 込 み 口 ４

２ は 、 フ ィ ル ム １ １ の 幅 方 向 に 跨 っ て 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ の よ う な 構 成 の 除 塵 部 ４ ０ は 、 吸 引 ポ ン プ を 稼 働 さ せ る と 吸 い 込 み 口 ４ ２ 側 が 負 圧 と

な る 。 そ し て フ ィ ル ム １ １ の 印 刷 面 上 に 除 電 し て 付 着 し た 異 物 を 容 易 に 吸 い 込 ん で 印 刷 面

か ら 除 去 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

［ 作 用 ］

　 上 記 構 成 に よ る 本 発 明 の フ ィ ル ム の 異 物 除 去 装 置 は 、 次 の よ う に 作 用 す る 。 図 ２ は 本 発

明 の フ ィ ル ム の 異 物 除 去 装 置 の 説 明 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ２ （ １ ） に 示 す よ う に 、 帯 電 部 ２ ０ の 高 圧 発 生 器 か ら 高 電 圧 が 正 極 ２ ２ 及 び 負 極 ２ ４

に 印 加 さ れ る と 、 破 線 矢 印 に 示 す よ う な 正 極 ２ ２ か ら 負 極 ２ ４ に 向 け て 静 電 気 が 作 用 す る

。 こ れ に よ り 、 フ ィ ル ム １ １ の 印 刷 面 側 で あ っ て 、 正 極 ２ ２ の 周 囲 の 空 気 中 の 塵 埃 が 静 電

気 に よ り 帯 電 し て 負 極 ２ ４ 側 へ 引 き 寄 せ ら れ る 。 こ の と き 正 極 ２ ２ と 負 極 ２ ４ の 間 に は フ

ィ ル ム １ １ が 介 在 し て い る た め 、 フ ィ ル ム １ １ の 印 刷 面 上 に 帯 電 し た 塵 埃 が 付 着 す る 。 一

方 、 フ ィ ル ム １ １ の 印 刷 面 の 裏 面 （ フ ィ ル ム の 非 印 刷 面 ） 側 で は 、 負 極 ２ ４ の 周 囲 の 塵 埃

が 静 電 気 に よ り 帯 電 し て 負 極 ２ ４ に 引 き 寄 せ ら れ て 負 極 ２ ４ に 付 着 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 次 に 、 図 ２ （ ２ ） に 示 す よ う に 、 除 塵 部 ３ ０ の 紫 外 線 ラ ン プ ３ ２ か ら １ ８ ４ ｎ ｍ を 主 波

長 と す る 紫 外 線 が フ ィ ル ム １ １ の 印 刷 面 に 照 射 さ れ る と 、 こ の 紫 外 線 に よ っ て 静 電 気 で 付

着 し た 異 物 か ら 光 電 子 が 放 出 さ れ る こ と に よ り 、 帯 電 し た 異 物 が 中 和 さ れ る 。 こ れ に よ り

、 フ ィ ル ム １ １ の 印 刷 面 上 の 異 物 は 表 面 に 除 電 さ れ た 状 態 で 付 着 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 そ し て 、 図 ２ （ ３ ） に 示 す よ う に 、 除 塵 部 ４ ０ の 吸 引 ポ ン プ を 稼 働 さ せ る と 吸 い 込 み 口

４ ２ 側 が 負 圧 と な る 。 フ ィ ル ム １ １ の 印 刷 面 上 に 除 電 し て 付 着 し た 異 物 は 、 帯 電 し て い る

と き よ り も 付 着 力 が 低 下 し て い る 。 こ の た め 、 吸 い 込 み 口 ４ ２ の 吸 引 力 に よ っ て 、 容 易 に

異 物 を 吸 い 込 ん で 印 刷 面 か ら 除 去 で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 こ の よ う な 本 発 明 の フ ィ ル ム の 異 物 除 去 装 置 に よ れ ば 、 フ ィ ル ム の 印 刷 面 に 付 着 し た 異

物 を 効 率 的 に 除 去 す る こ と が で き る 。 フ ィ ル ム に 付 着 し て い る 異 物 の ほ か に も 、 搬 送 手 段

周 辺 、 印 刷 面 上 の 雰 囲 気 中 の 塵 埃 等 の 異 物 を フ ィ ル ム 表 面 に 付 着 さ せ て 除 去 す る こ と が で

き る 。 よ っ て 、 従 来 の よ う に 異 物 を 除 去 す る 工 程 で 水 洗 浄 、 印 刷 工 程 で 加 湿 す る 必 要 が な

く 、 フ ィ ル ム の 洗 浄 後 に 乾 燥 処 理 す る こ と な く 印 刷 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 除 塵 部 の 後 段 に 印 刷 装 置 を 設 置 、 換 言 す れ ば 印 刷 装 置 の 前 段 の 搬 送 路 に 本 発 明 の

フ ィ ル ム の 除 塵 装 置 を 設 置 す る こ と に よ り 、 既 存 の 印 刷 装 置 に 容 易 に 適 用 す る こ と が で き

る 。 そ し て 、 印 刷 工 程 の 直 前 で フ ィ ル ム 表 面 の 異 物 を 除 去 す る こ と が で き る た め 、 異 物 に

よ る 印 刷 不 良 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

［ 変 形 例 ］

　 実 施 形 態 の 正 極 の 構 造 は 平 板 状 の 形 態 で 説 明 し た が 、 こ の ほ か に も 、 複 数 の ワ イ ヤ を フ

ィ ル ム の 幅 方 向 に 直 線 上 に 並 べ て 両 端 を 絶 縁 体 で 支 持 し た 構 造 、 先 端 を 針 状 に 形 成 し た 電

極 を 平 面 上 に 複 数 並 べ た 構 造 な ど の 形 態 を 採 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 実 施 形 態 の 除 電 部 と 除 塵 部 は そ れ ぞ れ 搬 送 路 に 対 し て 並 べ た 構 成 で 説 明 し た が 、 こ の 他

に も 一 体 構 造 と す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 除 電 部 の ケ ー シ ン グ 内 に 除 塵 部 の 吸 い 込 み

口 を 形 成 す る 構 成 に よ り 、 除 電 し た 異 物 を 即 座 に 吸 引 除 去 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り

、 装 置 全 体 の 省 ス ペ ー ス 化 が 図 れ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 発 明 の フ ィ ル ム の 異 物 除 去 装 置 は 、 印 刷 用 フ ィ ル ム の ほ か に も 、 フ ィ ル ム 表 面 の 洗 浄

を 必 要 と す る あ ら ゆ る 工 業 用 フ ィ ル ム の 分 野 に 適 用 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

１ ０ … … … フ ィ ル ム の 異 物 除 去 装 置 、 １ １ … … … フ ィ ル ム 、 １ ２ … … … 搬 送 手 段 、 ２ ０ …

… … 帯 電 部 、 ２ ２ … … … 正 極 、 ２ ４ … … … 負 極 、 ２ ６ … … … 高 圧 発 生 器 、 ２ ８ … … … 電 源

、 ３ ０ … … … 除 電 部 、 ３ ２ … … … 紫 外 線 ラ ン プ 、 ３ ４ … … … ケ ー シ ン グ 、 ４ ０ … … … 除 塵

部 、 ４ ２ … … … 吸 い 込 み 口 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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